
猪苗代町立吾妻中学校便り

為せば成る
第 １ 号

発行日：平成 30年 4 月１4日
文 責：校長 渡辺 哲雄
連絡先：0242‒64‒2022

例年より雪が多く、春はいつになったら来るのだろうかと思っていたのも束の間で、あっとい
う間に雪が解け、春らしい暖かい日が続いています。う間に雪が解け、春らしい暖かい日が続いています。
さて、新年度に入って１週間が経ちました。４月６日に行われた入学式で新入生８名を迎え、

全校２５名の生徒たちは、元気に生活しています。学習や各種活動等に一生懸命取り組ませたい
と思いますので、保護者・地域の方々のご支援・ご協力を、今後ともよろしくお願いいたします。

４名の教職員が転退職し、３名の教職員が新たに着任しました。全教職員一丸となって吾妻中
学校を盛り上げていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

平成３０年度職員紹介

写 真 職 名 氏 名 担 任 教科 本校勤務 校務分掌 部活動

前列左より 1 教諭 真部ふみい １年担任 英語 1年 生徒会 バレー、アルペン

2 教諭 齋藤 英子 ２年担任 数学 5年 研修主任 バレー、アルペン

3 教諭 佐藤 信一 ２年副担任 理科 4年 教務主任 野球、クロカン

4 校長 渡辺 哲雄 2年

5 教頭 髙橋 由江 技術・家庭 4年 校務全般

6 教諭 佐藤    隆 ３年担任 社会 6年 生徒指導 野球、陸上駅伝

7 教諭 石田 宏志 3年副担任 国語 2年 進路指導 卓球、陸上駅伝

後列左より 1 養護教諭 早川 知里 1年所属 1年 保健主事 （卓球、クロカン）

2 教諭 杉原    圭 １年副担任 保健体育・美術 4年 中体連 バレー、クロカン、陸上駅伝

3 非常勤講師 遠藤 真由 ３年所属 音楽 1年

4 副主査 二瓶 雄一 5年 文書・経理

5 学校司書 渡部 咲子 3年 図書館事務

6 用務員 杉田日出子 5年 用務全般



平成 30年度学校経営・運営について
「生徒が行きたい、保護者・地域が行かせたい魅力ある学校づくり」をテーマに、授業や各

活動を通して「学び合い、支え合い、高め合う生徒の育成」を目指し、全教職員が「チーム吾
妻中」で一丸となり、学校経営・運営を行っていきたいと思います。
地域・保護者の皆様方の変わらぬご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

平成 30年度から大きく変わります。
１ 日課表が変わります。
○ ３校時の開始時間が５分早まります。
○ 金曜日は、原則５校時になります。ただし、６校時になることもありますので、詳しく
は、毎週発行の学年便りでご確認下さい。

２ 定期テストや通知票が変わります。
○ ６月の前期中間テストと１１月の後期中間テストは５教科のみで、１０月の前期末テス
トと１・２月の後期末テストは音楽、保健体育、技術・家庭を加えた８教科で行います。

○ 通知票は、吾妻小学校で行っているようなクリアフォルダ形式になります。様式も変わ

運動部活動に係る活動方針について

○ 通知票は、吾妻小学校で行っているようなクリアフォルダ形式になります。様式も変わ
りますので、ＰＴＡ総会等でお知らせします。

３ 自転車通学区域が変わります。
○ 自転車小屋に余裕があることや生徒の体力増進、不審者への予防のため、樋ノ口地区以
外の小水沢、白木城、名家、酸川野の４地区は、申し出により自転車通学を認めることと
しました。

４ ３年生の修学旅行が４月から９月に変わります。
○ 年度はじめの忙しい中での修学旅行ではなく、夏休み後になりました。夏休み中に研修
先をじっくり調べたり、十分な準備をしたりすることができるようになりました。

運動部活動に係る活動方針について
文部科学省及び福島県教育委員会からの通達により、本校での運動部活動に係る活動方針の要

点のみをお知らせします。部活動については、礼節を重んじ、体力向上を図り、結果より経過を
大切にしていきたいと思います。ご理解ご協力をお願いいたします。

＜本校の運動部活動に係る活動方針＞
① １週間のうち、平日１日かつ休日１日を部活動なしの休養日とする。（朝練を含む。平
日の１日は水曜日とは限らない。）土・日のどちらも大会等がある場合には、その分を年
度内の別日に振り替える。

② 練習時間は、平日２時間以内、休日３時間以内とする。ただし、準備・片付けの時間

日頃の生徒たちの様子については吾妻中Web ページをご覧ください。
http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/schoolhp/c‒azuma/

② 練習時間は、平日２時間以内、休日３時間以内とする。ただし、準備・片付けの時間
は含まない。また、平日の大会や休日の練習試合は除外する。（特設部で朝練参加者につ
いては次年度への課題とする。）


